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1．緒言   

小売企業にとって，新商品が売れ筋商品であるか否か  

を短期間のうちに如何に識別するかは重要な課題とな  

る．このような問題に対して著者等は新商品テスト販売  

政策を提案した【1トそこでは，新商品の買取契約のも  

とで，小売企業が残存在庫に対してクリアランスセー  

ルを実施するという場合を考慮し，期待損失を最／トと  
するモデルを提案した．本研究では，小売企業が納入企  

業と返品条件付契約を提携する場合を念頭におき，返  

品契約費用及び返品処理費用を考慮した期待利益最大  

化モデル及び期待損失最小化モデルを考案する．なお，  
ここでの返品条件付契約とは，消化仕入契約のように出  

荷価格で残存在庫の返品が行われる契約のこととする．   

2．仮定と定義   

本研究において新商品の需要は，パラメータ入ブ（ブ＝  

1，2）のポアソン過程に従うと仮定する．但し，j＝1，2  

は，それぞれ真のパラメータが売れ筋商品及び死に筋  

商品のパラメータであることを意味する．さらに，新製  
品1個当りの粗利益をα1，単位時間当たりのフェイス  

占有費用をβとすると  
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m－1 ＋ ∑  

i＝た  

＋  

トα1ヰ＋竿）］勅）  

トα1勅卜苦恥可－Cr，  
た＝0，1，2，…，m，プ＝1，2，   

となる．   

4．総期待利益と最適政策   

ここで，新商品が売れ筋商品，死に筋商品となる事前  

確率を91，92（＝1一肌）とすると，小売店舗の総期待利  
益は次式で与えられる．  

昂（た）＝ 肛巧1（た）＋92巧2（た），  

た＝0，1，2，…，m．  

（5）  

式（5）の総期待利益昂（た）のたに関係のある項をβ（た）  

とおき，β（た）のたに関する差分をとると  

△β（た）≡ β（た＋1）－β（た）   

＝…）ト（α1＋cβ一芸）仙）   

＋翫（α1＋c8一芸）可  
た＝0，1，2，‥・，m－1，  

（6）  

α1－β／入 ＞ 0，  

α1－β／入 ＜ 0，  

α1－β／入 ＝ 0，  

を成立させるようなパラメータ入をもつ商品をそれぞ  

れ売れ筋商品，死に筋商品，基準商品と定義する．さら  

に，式（3）を満たすパラメータを入＝入。とすると，単  

位時間当たりのフェイス占有費用はβ＝入。α1と与えら  

れる．   

3．方策と期待利益   

本稿では，特定カテゴリーにおける仕入個数m個の  

新商品に対して，r（＞0）期間のテスト販売を実施する  

ことを考える．このとき，テスト期間中の累積需要量が  

た（た＝1，2，…，m）以上の商品を売れ筋商品と識別し，  

このような商品に対しては通常セールを継続する．これ  

に対して，時刻rにおける累積需要量がた未満の商品  

は死に筋商品と判断し，その残存在庫を出荷価格で納入  

企業に返品する．このとき，小売店舗が支払うべき返品  

契約費用をcrとし，商品1個あたりの返品処理費用を  

c。とする．   

このような方策の下で小売店舗の期待利益は  

た－1  

旦j（た）＝∑【ぬr」汀－（m一宜）c8】仙）（4）  
i＝0  

を得る・さらに，α1＋c．－β／入1＞0であることから，  

△β（た）≧0は，  

（宝二）よ  

q2（α1＋c∂－β／入2）  e（入1‾入2）T，（7）  ＜ ＿   

ql（α1＋c8－β／入1）  

た＝0，1，2，…，m－1，  

と等価である・ここで，式（7）の左辺をエ1（た）とし，右  

辺をrlとおく・このとき，入1＞入2よりエ1（た＝またに関  

して非減少である・さらに，α1＋c。－β／入2＜0が成立  

するならばrl＞0を得ることから，最適政策は以下の  

ような場合分けの下で議論できる．   

a）α1＋c8－β／入2＜0．  

このとき，さらに以下の場合分けが必要となる．  

（i）γ1≦エ1（0）・このとき，総期待利益昂（た）は  

たに関して非増加となり，最適政策た；＝0  

を得る．  
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となる．したがって，死に筋商品に対して判断誤りを犯  

すことによる期待損失  

G（た）≡ 残2（た）－n2（た），   （12）   

を得る．   

以上に求めた2種類の期摩損失を用いて，総期待損失  

は次式で与えられる．  

（完（た）≡ qlCl（た）＋q2C2（可．  （13）   

ここで，式（13）のたに関する差分を△G（た）とおく  

と，△Co（た）≧0は次式と等価となる．  

（ii）エ1（0）＜rl＜エ1（m－1）・ここでは，昂（た）  

はたに関して増加から一減少へ一度だけ変化す  

ることから0＜た；＜mが存在する■・  

（iii）エ1（m－1）≦rl・このような場合，昂（た）は  

たに関して非減少となりた；＝mを得る・  

b）α1＋cβ－β／入2≧0・   

このような場合，γ1≦0となり頃＝0を得る、・  

ここで，a）（ii）の場合を検討すると  

（入1一入2）r十1nトヴ2入1（α1＋c。－β／入2）】  
た；≦   

1n入1－ln入2  

1nh入2（α1＋c。－β／入川  

（・宝）た  

q2（α1＋c。－β／入2）  1n入1－1n入2  

た＊＝1，2，…，m－1，  

e（入1一入2）γ，  ＞  一   

91（α1＋c．－β／入1）  
（8）  

た＝0，1，2，…，m－1・  （I4）  

このとき，式（14）●の左辺をエ2（た）と；・右辺をr2とおく  

と，最適政策は以下のようになる．  

C）α1＋c。－β／入2＜0．  

このとき，さらに以下の場合分けが必要となる．  

（i）巧≦エ2（0）・このとき，（ち（た）はたに関して  

非減少となり，最適政策た；＝0を得る・  

（ii）エ2（0）＜γ2＜エ2（m－1）・ここでは，q（た）  

はたに関して減少から増加へ一度だけ変化す  

ることから，0＜た；＜mが存在する・ 

（iii）エ2（m－1）≦γ2．このとき，総期待損失はた  

に関して非増加となり，た；＝mを得る・   

d）α1＋c8－β／入2≧b．  

ここでは，γ2≦0となり，最適政策た芸＝0を得る・  

さらに，エ1（た）＝エ2（た），γ1＝r2が成立することから，  

c）（ii）において総期待損失を最小とするた芸＝【たdとな  

ることが分かる．   

6．結言   

以上のことから，返品条件付契約を念頭においた新商  

品テスト販売政策における利益最大化モデルのた；と期  
待損失最小化モデルのた封ま等しくなることが明らかと  

なった．すなわち，  

た；＝た芸＝【毎ト  （15）  

を得た・換言すると，．【瑚は総期待利益を最大化すると  

同時に，総期待損失を最小とする識別基準である．   
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を得る・さらに，式（8）甲右辺をれとおくと，た；＝【れ】  

となる・但し，ト1は・を超えない最大の整数を意味する・  

5．総期待損失と最適政策   

既述の方策の下では，真に新商岳が売れ筋商品である  

場合にも，時刻rにおける累積需要量がた未満となれ  

ば，誤って死に筋商品と識別し在庫商品を納入企業に返  

品することとなる．しかしながら，真のパラメータが  

入＝入1∈Alであることが既知であれば，このような  

判断誤りを犯すことにより在庫商品を返品することは  

ない．このような場合，小売店舗の期待利益は次式で与  
えられる．  

m－1  

角 
i＝0   

・至  
l＝m  

卜α1－β（rT竿）］仙）  

ト i（小芋p∴（入◆1）ト  

た＝0，1，2，…，m．  （9）  

以上のことから，売れ筋商品に対して判断誤りを犯すこ  

とによる期待損失は次式で与えられる．  

Cl（た）≡ 角1（た）一貧1（け   （10）   

一方，本方策の下では，・真の死に筋商品に対しても，  
期間（0，r】における需要量がた以上となる場合には，誤っ  

て売れ筋商品と判断し通常セールを継続することとな  

る．しかしながら，入＝入曳∈A2であることが既知の場  

合に時，このような商品の販売はテスト期間終了後直ち  

に中止し，在庫を納入企業に返品すべきである．このと  
き，期待利益は  

m－1  

為2（た）＝∑匝1雄両）ヤ（入2）（11）  
i＝0   

＋姜トα1pif入2）一筈p」（局ト  

た＝0，1，2，…，m，  
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